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［事案 2019-88］契約無効等請求  

・令和 2年 4月 10 日 和解成立 

＜事案の概要＞ 

保険料を 3年支払ったのち、払済保険に変更して運用すれば、損をすることはないと誤信し

て契約したこと等を理由に、契約の無効を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

平成 27 年 9 月に契約した 5 年ごと配当付き個人年金保険について、以下等の理由により、

契約を無効とするか、もしくは取り消して、既払込保険料を返してほしい。 

(1)契約時、募集人から、保険料を 3 年支払ったのちに、払済保険に変更して運用すれば損を

することはないと説明を受けたが、実際は税制適格特約が付加されていたため、3 年では

払済保険に変更できなかった。 

(2)税制適格特約の説明は、本契約に対して保険会社に苦情を申し入れた後に受け、契約時に

10 年間保険料を支払い続ける必要がある旨の説明を受けていれば、契約しなかった。 

＜保険会社の主張＞ 

以下等の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)募集人は、申立人に対し、設計書等を用いて内容を説明しており、一般論としては保険料

を 3 年間払い込んだ後は払済保険へ変更することが可能であるが、税制適格特約を付加し

た場合には払済保険への変更はできなくなる旨も説明している。 

(2)申立人は、上記(1)の説明を受けて、募集人に、保険料の支払いに問題はないと述べ、税制

適格特約を含む本契約を締結したものであり、申立人に錯誤はなかった。 

(3)仮に申立人に錯誤があったとしても、募集人は税制適格特約を付加した場合には払済保険

に変更できない旨の説明をしており、また、設計書にも同様の内容が記載されているもの

であるから、申立人には重過失がある。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会では、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、契約時の状況等を把握す

るため、申立人および募集人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、申立人が保険料を 3 年支払ったのちに、払済保険に変更して運用すれば損

をすることはないと誤信したとは認められないが、以下の理由により、本件は和解により解決

を図るのが相当であると判断し、和解案を当事者双方に提示し、その受諾を勧告したところ、

同意が得られたので、手続を終了した。 

(1)募集人は、申立人の保険に関するニーズおよび意向を十分把握せずに、契約内容および税

制適格特約を提案しているほか、本契約および同特約の内容について、申立人が十分理解

できるだけの説明ができていなかった可能性が否定できない。 

(2)募集人は自己の営業成績のために、申立人から短期間に複数の契約を取り扱っており、ま

た、負担する保険料は年収額を基準とするとかなり重たいものと言え、その行為が適切な

ものであったか疑問が残る。 

 


